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「かんたん丨クイック•セットアップガイド」について 

LD-BBR4L3 には、ユーザーズマニュアル以外にセットアップガイドが付属しています。 
セットアップガイドは、もっとも一般的な条件でご使用になるお客様が、インターネッ 
卜へ接続するまでの作業手順を説明したものです。まずは、「かんたん！クイック•セッ 
トアップガイド」をお読みください。「かんたん！クイック•セットアップガイド」では 
設定できない場合、インターネット接続後に、オプション機能などの設定をしたい場合 
は、このユーザーズマニュアルをお読みください。 


ご注意 

•本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。 

•このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていただきます。 

•このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がございましたら、 
弊社ラニード•サボートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外国為替法に基づく輸出また 
は役務取引許可が必要です。 

•本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。日本国外での使用による結果について弊社は一 
切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サボートはおこなっておりません。 

•エレコム、 ELECOM 、 Laneed はエレコム株式会社の登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。そのほか、この マニュアルに 掲 
載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商標です。本文中における®および TM 
は省略させていただきました。 


ブロードバンドルータ 


LD-BBR4L3 

User's Manual 
ユーザーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、弊社ラニードのブロードバンドルータ "LD-BBR4L3" をお買い上げいただき誠に 
ありがとうございます。このマニュアルにはブロードバンドルータ "LD-BBR4L3" をコン 
ピュータに導入するにあたっての手順が説明されています。また、お客様が" LD-BBR4L3" 
を安全に扱っていただくための注意事項が記載されています。導入作業を始める前に、必ず 
このマニュアルをお読みになり、安全に導入作業をおこなって製品を使用するようにしてく 
ださい。なお、このマニュアルでは、一部の表記を除いて" LD-BBR4L3" を「本製品」と表 
記しています。 


このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください。 


•このマニュアルで使われている記号 


言己号 

意 味 


注!意, 


作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明しています。この注意事項を 
守らないと、けがや故障、火災などの原因になることがあります。注意してください。 


MEMO 


説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

| Esc || A | 

キーボード上のキーを表わします。 
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I 安全にお使いいただ < ために 

けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を必ずお読みください。 


- 

この表示の注意事項を守らないと、火災 • 感電などによる死亡や大 
けがなど人身事故の原因になります。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけ 
がをしたり、他の機器に損害を与えたりすることがあります。 


A« ° 


〇 小さな子供のいるそばで、取り付け取りはずしの作業をおこなわないでください。 
また、子供のそばに工具や部品を置かないようにしてください。 

けがや感電をしたり、部品を飲み込んだりする危険性があります。 

〇 本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体および周辺機器 
メーカーの注意事項に従ってください。 

® 本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。 

本製品から煙やへんな臭いがしたときは、直ちに AC コンセントから AC アダプタ 
を抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

本製品に水などの液体や異物が入った場合は、直ちに AC コンセントから AC アダ 
プタを抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

/〇\ 水を使う場所や湿気の多いところで本製品を使用しないでください。 

vt-5/ 火災や感電、故障の原因になります。 
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安全にお使いいただくために 


注意 


❶ 


本製品の取り付け、取りはずしのときは慎重に作業をおこなってください。 

強引な着脱は、機器の故障や、けがの原因になります。 

本製品を次のようなところで使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
-直射日光のあたるところ 

•平坦でないところ、土台が安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、火気の周辺 


長期間、本製品を使用しないときは、 AC コンセントから AC アダプタを抜いてお 
ぃてくださぃ。 
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導入の手順フロー 

Lun^^l 


回線事業者やプ□バイダと契約し、 
ADSL / CATV / FTTH 回線用モデムの接続準備を完了しておきます。 


パッケージの内容を確認します。岭 P8 


作業の前に注意事項をお読みください。岭 P2 


本製品とモデム/コンピュータなどを接続します。岭別紙セツトアップガイド 


本製品の基本設定機能を使って、基本的な内容を設定します。岭 P19 


インタ—ネットに接続してみます。岭 P26 


プリントサーバ機能を使用する場合は必要な設定をします。岭 P28 


必要に応じてオプション機能を設定します。岭 P34 


•導入後はユーザ登録 (岭 P 9 参照)をぉこな つてください。 
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Chapter 


安全にお使いいただくために . 

導入の手順フロー . 

進1庙— — 

1. パッケージの内容を確認する . 

2. 製品の保証とユーザ登録 . 

3. 本製品の概要について . 

本製品の特長 . 

本製品の動作環境 . 

各部の名称とはたらき . 

4. 作業の前にお読みください . 

インターネッ 

1. 本製品を接続する . 

2. 設定ユーティリティを表示する . 

3. 基本設定をする . 

WAN の種類を指定する . 

プ□バイダ情報を設定する . 

設定を保存する . 

4. インターネットに接続する . 

•能 te 

1. プリントサーバ機能を利用する . 

プリントサーバ機能について . 

プリンタを接続する . 

ソフトウェアをインス!ルする . 

プリンタの設定をする . 


もくじ 


2 4 
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2. 設定画面のリファレンス . 

システム状態 . 

管理者設定 . 

基本設定 . 

DHCP サーバ . 

ダイナミック DNS. 

ポートフォワーディング . 

特殊アプリケーション . 

MAC アドレスフィルタリング . 

アクセス制御 . 

その他の項目 . 

ファームウェアを更新する . 

付録編 

1. トラブルチェック . 

接続できないときの基本チェック . 

インターネットに接続できない . 

設定ユーティリティに接続できない •••_• 

2. こんなときは . 

補足1 J-COM など @NetHome 系の設定 
補足2 Mac OS での TCP/IP 設定 . 

3. サボートサービスについて . 

4. S 本仕様 . 


445678012457 

333333444444 


0 0 2 3 245 6 8 
5555 666 6 6 
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Chapter 1 

準備編 


本製品の接続と設定を始める前に知っておいていただきたいことやプ□バイダ情 
報の準備について説明しています。 
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パッケージの内容を確認する 


LiinB^ii 


本製品のパッケージには次のものが入っています。作業を始める前に、すべてが 
揃っているかを確かめてください。なお、梱包には万全を期しておりますが、 
万一不足品、破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販売店または弊社 
ラニ_ド • サボートセンターまでご連絡ください。 


•ブ□ー ドバンドルータ 0AC アダプタ1個 

"LD-BBR4L 3" 1台 本製品専用のアダプタです。 







•CD-ROM ディスク 


•セツトアップガイド 



•ユーザーズマニュアル1冊 •保証書1枚 

(このマニュアルです） 




Chapter 1 


製 品の保証とュ-ザ登録 


■ 

■ 

■ 

■ 




製品の保証とサービス 


本製品には、保証書が付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してくだ 
さい0 


•保証期間 

保証期間はお買い上げの日より1年間です。保証期間を過ぎての修理は有料にな 
ります。詳細については保証書をご覧ください。保証期間中のサービスについて 
のご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証範囲 

次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ご注意ください。 

-弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
•本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステ 
ム、機器およびその他の異常 

•修理の依頼 

66ページ「修理の依頼」をお読みください。 


•その他のご質問などに関して 

66ページ「サボートサービスについて」をお読みください。 


ューザ登録 

製品の導入が完了したらインターネットからユーザ登録をおこなつてください。 

•オンラインでの登録(弊社ホームページから登録が可能です） 

トップ ページ 左にある「ユーザ登録」からアクセスしてください。 


ホームページアドレス： http :// www . elecom . co.jp 
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Chapter 1 


本製品の概要 I 


こついて 


LkUjJzJSL^ 


本製品の特長 


癱基本機能をしっかりおさえたスタンダードモデル 

12 Mbps ADSL サービスをはじめ、1 OMbps 前後のインターネットサービスに 
も十分対応できるスループットを誇ります。 UPnP 対応、4ポ_トスイッチング 
HUB 機能、プリントサーバ機能と基本機能をしっかりとおさえたスタンダードモ 
デルです。 


• LAN 上でプリンタを共有できるプリントサーバ機能を搭載 

ネットワーク上の各コンピュータから本製品に接続したプリンタへ自由に印刷す 
ることができます。 Microsoft ネットワーク共有サービスのプリンタ共有のよう 
に、プリンタを接続したコンピュータを起動しておく必要はありません。専用ド 
ライパをインス I -ールすれば、あとはプリンタポートと IP アドレスを設定するだ 
けの簡単設定です。 

• UPnP 対応でテレビ電話なども簡単に 

UPnP(Universal Plug and Play ) に対応しています 。 Windows Messenger 
などの UPnP 対応ソフトを使用する場合に、設定ユーティリティで特別な設定を 
しなくても、テレビ電話や音声チャットなどを楽しむことができます。 

※□「□卩ソフトの種類、接続環境などにより、使用できる機能に制限がある場合があります。 

•4 ポートのスイッチング HUB 機能を搭載 

1 0 BASE - T 、1 00 BASE - TX 対応のスイッチング HUB を4ポート搭載しています。 

• LAN ポートは、 AUT 0- MDIX 対応でケーブル接続も安心 

LAN ポートは接続相手がストレート接続かクロス接続かを自動的に判別する 
AUT 0- MDIX に対応していますので、ケーブルの接続ミスから解放されます。 

•各種セキュリティ機能を搭載 

NAT / IP マスカレード機能により、簡易フアイヤーウォールに加え、 SPI や Anti - 
DoS によるファイヤウ ォール機能を装備。 WAN 側からの不正アクセスや攻撃を 
監視し、□グに記録することができます。 
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• PPPoE 接続で固定の IP アドレスの割り当てが可能 

PPPoE 接続において、固定のグローバル IP アドレス （1 個)を割り当てることがで 
きるサービスにも対応しています。 


3. 本製品の概要について 


•その他の機能 

• Web ブラウザタイプの設定ユーティリティ 

- TCP / IP プロトコル対応のコンピュータなら Macintosh 、 Linux の OS からも接 
続可能 

• DHCP サーバ機能を搭載 

-ダイナミック DNS に対応 

• IP 、 パケット、ポートの各フィルタリング機能を搭載 

. UPnP をはじめ、特殊アプリケーション、 DMZ などの機能によりネットワーク 
対戦ゲームも利用可能(一部、対応しないものもあります） 

-バーチャルサーバにより各種サーバを公開できる ポー トフォワーディング機能 
を搭載 

-ファームウエアが設定ユーティリティから簡単にアップデート可能 


本製品の動作環境 


ルータ機能については、 TCP / IP プロトコルを利用できるコンピュータおよび 0 S で 
あれば使用できます。ただし、弊社でサボートしている動作環境は次のとおりです。 


対応機種 

PC / AT 互換機 ( DOS / V)、NEC PC 98- NX シ U — ズ 

対応 0 S 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, Windows 2000 

プリン トサーバ 
機能 

対応機種： PC / AT 互換機 ( D 0 S / V)、NEC PC 98- NX シ U — ズ 

対応 OS : Windows XP / Me /98/2000 

対応プリンタ：パラレルタイプのプリンタポートを持つ製品 


|1プリントサーバ機能については、プリンタの種類によって、対応 0 S でご使用の 
1^ 場合でも動作しないことがあります。なお、最新の動作環境については、弊社 
ホームページ ( http :// www . elecom . co . jp ) をご覧ください。 
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Chapter 1 準備編 


各部の名称とはたらき 


■正面 



① ② 


① RESET 

本製品を工場出荷時の状態にリセットします。リセットの手順は下記の 「 MEMO 」 
を参照してください。 


② LED ランプ 


POWER 

本製品の電源が入っているときに点灯します。 

Ml 

本製品が正常に動作している場合は1秒間隔で点滅します。 
異常があると点滅/点灯状態が変化します。 

M 2 

WAN 側から IP アドレスを取得するときに点滅します。 IP ア 
ドレスを取得した後は点灯になります。 WAN 側の IP アドレ 
スが取得できないときは消灯しています。 

Link/Act 

WAN 

WAN (インターネット)側に接続されたモデムなどとリンク 
が確立しているときに点灯します。また、データの送受信 
時は点滅します。 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートのリンク状態などを表示します。コンピュー 
夕の LAN ポートとの間で正常にリンクが確立しているとき 
に点灯します。また、データの送受信時は点滅します。 

10/100 M 

WAN 

モデム〜 WAN ポートの接続タイプを表示します。点灯して 
いるときは 100 Mbps 環境で接続されています。消灯して 
いるときは、1 0 Mbps 環境で接続されています。 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートに接続しているコンピュータとの接続タイプ 
を表示します。点灯しているときは、 100 Mbps 環境で接 
続されています。消灯しているときは、 10 Mbps 環境で接 
続されています。 



リセットの手順 

① 本製品の電源を切っておきます。 

② シヤープペンシルの先などで RESET ボタンを押しながら、本製品の DC ジヤツ 


クに DC プラグを差し込んで電源を入れます。 


③ RESET ボタンからペン先などを離します。 


④しばらくすると Ml ランプだけが1秒間隔で点滅するようになり、リセットが完 


了します。 
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3. 本製品の概要について 


■背面 





^ 1 


^^1 


5 ) 


-- 


1 



① ②③④ 


① 

プリンタ ポート 

本製品のプリントサーノ（機能を使用する場合にプリンタを接続 
します。対応するプリンタはパラレルポートタイプのプリンタ 
です。本製品側のコネクタ形状は D - Sub 25 ピンです。 

② 

WAN ポート 

CATV / ADSL などのモデムと接続します。 

③ 

LAN ポート 

コンピュータなどのネットワーク機器と接続します。 

④ 

DC ジャック 

本製品に付属の AC アダプタの電源プラグを差し込みます。本製 
品に付属の AC アダプタ以外は絶対に使用しないでください。 



MAC アドレスについて 

本製品には WAN 側/ LAN 側のそれぞれに MAC アドレスが割り当てられています。 
• WAN 側の MAC アドレスは「管理者設定 ( P 35 参照)」で確認できます。 

• LAN 側の MAC アドレスは本製品の裏面のラベルをご覧ください。 
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Chapter 1 


| j 作業の前にお読みください 



LunBBsj 


本製品でインターネットを楽しむ場合は、以下の準備が完了していることと、プ 
□バイダ情報の内容を確認してから接続作業を始めてください。 


回線事業者/プロバイダとの契約と工事 


① 回線事業者/プ□バイダと契約は完了していますか？ 

回線事業者やプ□バイダとの契約を完了しておく必要があります。また、フレッ 
ツサービスの場合は、 NTT とのご契約と別にプ□バイダとの契約が必要です。 

② モデムなどの機器は準備できていますか？ 

ADSL / CATV / 光フアイバーなどのモデムと本製品を接続する必要があります。 
モデムを別途購入されるように契約している場合は、対応モデムをご用意いただ 
く必要があります。 

③ 回線工事は完了していますか？ 

回線事業者/プ□バイダとの契約、モデムの設定が完了しても、屋内までの配線 
工事が完了している必要があります。すでに開通日を過ぎていることを確認して 
ください。 

④ コンピュータ側の必要な機器は準備できていますか？ 

本製品と接続するネットワーク機器には LAN アダプタ(イーサネットポート)が搭 
載されている必要があります。コンピュータ本体などに内蔵されていない場合は、 
別途イーサネットアダプタを準備してください。各機器のセットアップ方法はそ 
れぞれのマニユアレをお読みください。 
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4. 作業の前にお読みください 


設定に必要なプロバイダ情報の準備 


本製品を設定する前に、プ□バイダから提供されたプ□バイダ情報が記載された 
資料を準備しておいてください。 


• PPPoE 接続の場合(フレツツ ADSL / 巳フレツツなど） 

フレツツ ADSL や B フレツツなど PPPoE 接続でインターネットに接続するプロバ 
イダの場合は、以下の情報が記載されているはずです。記入欄にメモしてください。 


名称※ 

記入欄(プロバイダ情報を記入してください） 

ユーザ旧※】 


パスワード 


DNS サーバ 
アドレス 

□ 自動設定 
□ 手動設定 

手動設定の場合は、 

DNS アドレスをメモしてください。 


プライマリ DNS 

セカンダリ DNS 

• ■ • 



サービス名※ 2 

(必要な場合のみ） 


※つプ□バイダによってはアカウント、ユーザ名などと表記されています。 
※2—部のプ□バイダで必要な場合があります。 



PPPoE 接続で固定 IP アドレスがある場合 

本製品は PPPoE 接続において、固定のグローバル IP アドレスをひとつ割り付け 
るサービスに対応しています0 


•動的 IP アドレスの場合 ( Yahoo 旧 B 、 CATV インターネットサービスなど） 

インターネット側の IP アドレス(グローバル IP アドレス)をプ□バイダ側から自動 
的に取得するサービスの場合は、以下の情報が記載されているはずです。記入欄 
にメモしてください。 


名称 

記入欄(プロバイダ情報を記入してください） 

DNS サーバ 
アドレス 

□ 自動設定 
□ 手動設定 

手動設定の場合は、 

DNS アドレスをメモしてください。 


プライマリ DNS 

セカンダリ DNS 

. . . 


. . . 

ホスト名※1 

(必要な場合のみ） 


※ l 一部のプ□バイダで必要な場合があります。 
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Chapter 1 準備編 


籲静的 IP アドレスの場合(固定 IP アドレスが提供されるサービス） 

インターネット側の IP アドレス(グローバル IP アドレス)が固定で割り当てられる 
サービスです。 


名称 


記入欄(プロバイダ情報を記入してください） 


WAN 
IP アドレス 


グローバル IP アドレスです。 


WAN 

サブネットマスク 


WAN 

ゲートウェイ 


DNS サーバ 
アドレス 


プライマリ DNS 
セカンダリ DNS 
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Chapter 2 

インターネット接続編 


本製品を各機器と接続し、設定ユーティリティを使ってインターネットに接続で 
きるようにします。 
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Chapter 2 


| 本製品を接続する 


LiinB^ii 


別紙の「セットアップガイド」の「3.機器をつなぎましよう」を参考に接続して 
ください。プリントサーバ機能をご利用になる場合は、インターネットへの接続 
を確認できてから、プリンタを接続して必要な設定をしてください。プリントサー 
バ機能については、 P28 n . プリントサーバ機能を利用する」をお読みください。 


電源を入れる順序 

電源を入れる順序を間違えると、設定ユーティリティを表示できないことがあり 
ます。 

① もう一度、「セットアップガイド」をお読みになり、ケーブルが正しく接続さ 
れていることを確認します。 

② モデム(終端装置)の電源を入れます。 

③ 本製品の電源を入れます。 

④ コンピュータの電源を入れます。 


表示ランプの確認 


① モデムの説明書をお読みになり、モデムの表示ランプが正常に点灯しているこ 
とを確認します。 

② 本製品の Link/Act の WAN ランプが点灯していることを確認します。 

— 消灯している場合、モデム〜本製品間が正常に接続されていません。 

③ 本製品の Link/Act の LAN ランプが点灯していることを確認します。 

—消!0している場合、コンピュータの電源が入っていないか、本製品〜コン 
ピュータ間が正常に接続されていません。 

❿このあとは、本製品の設定ユーティリティを使って、インターネットへ接続す 
るための設定をします。 P 19 「設定ユーティリティを表示する」へ進みます。 
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ユーテイ 1 J テイを表示する 


■ 



プ□バイダからの情報などを設定するために、本製品の設定ユーテイリテイを表 
示します。 



すでにネットワークを使用している場合 

各コンピュータの TCP/IP プロトコルが無効であったり、□—カル IP アドレスを 
手動設定している場合は、先に設定の変更が必要です。 P56 の Check 7 をお読 
みになり、設定を変更してください。 


WM Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 

WM ブラウザの「アドレス」に、キーポードから 「http:// 192.168.1.254」と入 
力したあと、 I Enter」 キーを押します0 



入力する 


•2 回目以降、本製品の IP アドレスを手動で変更している場合は、そのアドレス 
を入力します。 

-設定ユーテイリテイ画面が表示されます。 


WM 左フレームにある「システムパスワード」に、キーポードから 「admin」 と入力 
し、 L □グイン j ポタンをクリックします。 


LD-BBR4L3 


メインメニュー 
<R1.95w) 


^システム状態 


残りのリース畤間 
ドレス 


‘$■ ス 亍ムバスワー ド、、ィ= 7| 

. ノ^?■ブネットマスク 

等^定：， n〆 ゲ—ゥェィ 

1^?!^- ドゞ心オームト 


-^- 


K 力する j 


，リック 


• 1度アクセスしてパスワードを変更している場合は、変更後のパスワードを入 
力します。 


] 不特定多数の人が利用するような環境では、第三者に設定を変更されないよう 
:に、インターネットへの接続を確認した後、パスワードを変更するようにして 
ください卜 P35 参照)。 
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Chapter 2 


E 本設定をする 

1 =。 

ご契約の回線事業者/プ□バイダによって WAN の種類(接続タイプ)が異なります。 
P15 「設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモした内容をここで使用します。 


•基本設定の操作の流れ 


WAN の種類を指定する 



WAN の種類に合わせてプ□バイダ情報を設定する 


設定を保存する 


設定を保存します。これでインターネットに接続する準備は完了です。 


WAN の種類を指定する 


PPPoE 接続、動的 IP アドレス、静的 IP アドレスの中から接続方法を選択します。 


PPP over Ethernet 

一般的に PPPoE 接続と呼ばれる接続方法です。フレッツ ADSL 、 

巳フレッツなどがこの接続方法です。 

動的 IP アドレス 

プ□バイダ側から自動的にグローバル IP アドレスを割り当てら 
れる接続方法です。 Yahoo 旧巳やほとんどの CATV インターネッ 
トサービスがこの接続方法です。 

静的 IP アドレス 

プ□バイダ側から固定のグローバル IP アドレスを割り当てられ 
る接続方法です。 


WM I 基本設定| ボタンをクリックします。 


管理餐 R 定 | 

慕本 S 定 f 


^システム状態 



ク U ック] 
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3. 基本設定をする 


Ki 「 wan の種類」を設定します。初期値は「動的 ip アドレス」です。他の接続夕 
イプの場合は [ mm ] ボタンをクリックします。 


IS 



► LAN IP アドレス 

► WAN の種類 
► ホスト名 

► IP を常に更新 


1192.1 sjj. 254 - 


的 ip アドレス)~ 

I . I 讨プシヨン〉 

um % 〈自動再接 m 


ク U ック] 


変更の場合はクリック/ 


[保存キ v > tz ル丨[べルプ J 


• 「動的 IP アドレス」を選択した場合岭 P23 「動的 IP アドレスでの設定」へ 

•「PPP over Ethernet」 または「静的 IP アドレス」を選択した場合 

岭手順0へ 


接続タイプを選択して rwi ポタンをクリックします。 



•「PPP over Ethernet」 を選択した場合岭 P24「PPPoE 接続での設定」へ 
• 「静的 IP アドレス」を選択した場合岭次ページ「静的 IP アドレスでの設定」へ 


21 













































































Chapter 2 インターネット接続編 


プロバイダ情報を設定する 


静的 IP アドレスでの設定 


Wk pis 「設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダの情報を入力 
します。 








► LAN IP アドレス 

1192.168 .1.254 | 


► WAN の種類 

辞的 IP アドレス >更1 


► WAN IP アドレス 

1202.151 .23.57 | 


► wan サゴネットマスク 

1255.255 .255.0 


► wan ゲートウエイ 

1202.151 .23.1 | 


►ゴライマリ DNS 

1232.11.9.53 | 


►セカンダ UDNS 

1232.11 .9.54 


1保存キャンセル||ヘルブ||再起觔| 


保存しました。変更は再起觔後に 

有効になります。 



LAN IP アドレス 

通常は変更する必要はありません。既存のネットワークなど 
に合わせる必要がある場合などに変更します。 

WAN の種類 

「静的 IP アドレス」と表示されます。 

WAN IP アドレス 

プ□バイダより提供された固定のグロー ノ（ル IP アドレスを入 
力します。 

WAN サブネットマスク 

プ□ノ（イダより指示された数値を入力します。 

WAN ゲートウェイ 

プライマリ DNS 

セカンダリ DNS 


WM すべての設定が終われば、 P 25 「設定を保存する」へ進みます。 
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3. 基本設定をする 


動的 IP アドレスでの設定 


Wk pis 「設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダ情報を入力し 
ます。 




► LAN IP アドレス 

192.168 .1.254 

► WAN の種類 

助的 IP アドレス 1 奴 1 

► ホスト名 

let ナン s ン〉 

► IP を常に更新 

口有効@恩®^ 

|保存 1 |キャンセル| |ヘルブ| 



LAN IP アドレス 

通常は変更する必要はありません。既存のネットワークなどに合わ 
せる必要がある場合などに変更します。 

WAN の種類 

「動的 IP アドレス」と表示されます。 

ホスト名 
(オプション） 

CATV 回線を利用するプ□バイダなどで必要な場合があります。プ 
ロバイダからの指示があった場合に入力します。 

IP を常に更新 

通常は変更する必要はありません。有効0にすると、システムの再 
起動時やリース時間切れで回線が切断された場合、自動的にプ□パ 
イダに再接続します。 

※コンピュータが起動していないときでも再接続します。 



J-C 〇 M など @NetHome 系のサービスをご利用の方 

P64 「補足1 J-COM など @NetHome 系の設定」をお読みください。 

DNS アドレスが手動入力の場合 

DNS アドレスが手動入力の場合は、基本設定を完了した後、 P37「DHCP サー 
バ」のその他の設定で、「プライマリ DNS サーバ」と「セカンダリ DNS サーバ」 
にアドレスを設定してください。 

設定を変更しなかった場合 

ほかに設定する項目はありません。 P26 「4.インターネットに接続する」へ進ん 
でください。 


設定を変更した場合は、 P 25 「設定を保存する」へ進みます。 
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Chapter 2 インターネット接続編 


PPPoE 接続での設定 


Wk pis 「設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダ情報を入力し 
ます。 


ぬ 料 KS 



► LAN IP アドレス 1192.168 .1.254 j 

► WAN の種類 PPP over Ethernet 「突更1 


► PPPoE ァカウント [ account @ elecom-lanel 


， PPPoE バスワード J 

►最大アイドル時間 [3001秒□自肋再接続 

_ へ ，:_ llv 

(j 呆存 I 〔キャンセ〔その他の設定〉〉 ;) h ルプ丨丨再起動 J 

保存しました。変更13 再起 it 戊に有功に;^]*音 1 。 


このボタンをクリックするとオプション設定が表示されます。 


i ► PPPoE サー ビス 名 

r 1 

_ | 讨ゴシ g ン〉 : 

: ► 割当てられた IP アドレス 

10.0 .0.0 

1讨ゴシ a ン） | 


※オプシヨンはプ□ノ （ イダより指示がある場合だけ入力します。 


LAN IP アドレス 

本製品の IP アドレスです。本製品を接続するネットワークにすで 
に決まった IP アドレスがある場合にだけ変更します。 

WAN の種類 

現在選択中の WAN の種類 (PPP over Ethernet ) が表示されます 0 

PPPoE アカウント 
※l 

プ□バイダより提供されたユーザ ID (アカウント)を入力します。 

PPPoE パスワード 

プ□バイダより提供されたパスワードを入力します。 

最大アイドル時間 

アイドル時間(インターネットにアクセスしていない時間)が設定 
した時間を超えるとインターネットへの接続 ( PPPoE セッション） 

を切断します。「0」を入力するか「自動再接続」を有効にすると、 
アイドル時間に関係なく PPPoE セッションは接続されたままに 
なります。「自動再接続」を有効にしている場合は、システムを再 
起動したり、回線が切断されたあとでも、自動的にプ□バイダに 
再接続します。 

PPPoE サービス 名 
※2 

プ□ノ（イダより入力するように指示があった場合に入力します。 

割り当てられた 

IP アドレス※2 

通常の PPPoE 接続では入力の必要はありません。固定 IP アドレ 
スを取得するサービスをご契約されている場合に入力します。 


※ l アカウント等の名称はプ□バイダによって異なります。例えば、アカウントはユーザ 
名やユーザ ID などと表記されている場合があります。 


※2この項目の設定が必要な場合は、[その他の設定>> I ボタンをクリックします。 
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Wm すべての設定が終われば、次ページ「設定を保存する」へ進みます。 


3. 基本設定をする 


設定を保存する 


プ□ノ（イダからの情報の設定が終われば、設定を保存します。 


Wk 設定が終れば、 rwi ポタンをクリックします。「保存しました。変更は再起動 
後に有効になります。」と表示されます。 


► 最大アイドル時間 [300 | 秒□自動)再掊続 


ク U ックノ 1 

|<呆^| ヤ‘，-ン t ル || ~ ； i ヘルプ 11 ；- 


保存しました。変更は再起勒後に有幼になります。 



注!意 


重要 


必ず I 保存 I ポタンをクリックしてください！ 


「 WAN の種類」を変更して保存した場合、その時点で画面上に「保存されま 
した。変更は再起動後に有効になります。」とメッセージが表示されます。しか 
し、この時点で保存されているのは、 WAN の種類の変更だけで、プ□バイダ 
情報は保存されていません。すでに画面上に上記のメッセージが表示されてい 
ても、プ□バイダ情報を入力した後に、もう一度ボタンをクリックして 


ください。 


I 再起動 I ポタンをクリックします。 

i ►最大アイドル時間 1300 丨 秒 □自觔再掊続 

キャンセル」 L その他の設定 》~~ I [yiT] I 再起劫^ ■ 

i 保存しました。変更は再起 IM 关Iこ有効になります。 


クリック] 


再起動を確認するメッセージが表示されますので、 [ OK ] ポタンをクリックし 
ます。 


ク U ック] 


WM 本製品のシステムが再起動し、しばらくするとぐンステム状態〉画面が表示され 
ます。 



これでプ□バイダ情報の設定は完了です。次にインターネットに接続できるかを 
確認します。次ページの「4.インターネットに接続する」へ進みます。 
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インターネツトに接続する 

r LunB^JH 

設定が終わればインターネットに接続できるかをテストします。 


Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 


任意のホームページアドレスを入力し、キーポードの 「Enter |キーを押します。 
ここでは、例として 「 http :// www . elecom . co . jp 」 と入力します。 



♦ http :// www . elecom . co.jp を入力した場合 

※画面例の表示内容は更新により、変更されることがあります。 


目的のホームページが表示されるか確認してください。正常に表示されない場合 
は、 P 50 付録編「1.トラブルチェック」をお読みください。 


このあとは 

• プリントサーバ機能を使う岭 P28 n. プリントサーバ機能を利用する」 
• 詳細な設定をする- ^P34 「2.設定画面のリファレンス」 




Chapter 3 

機能編 


機能編では、プリントサーバ機能を使って各コンピュータがネットワーク経由で 
プリンタから印刷できるようにするための方法について説明します。また、設定 
ユーテイリティを使って本製品の詳細な機能を設定する方法についても説明して 
います。 
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プリントサーバ機能を利用する 

Lujjb^JzI 

本製品のプリントサーノ（機能を利用する方法について説明します。 


プリントサーバ機能について 


本製品のプリントサーバ機能を利用すると、 LAN 上のコンピュータからネット 
ワーク経由で本製品に接続されたプリンタから印刷できるようになります。 
Microsoft ネットワーク共有サービスによる「プリンタ共有」ではプリンタを接 
続したコンピュータを起動しておく必要がありますが、プリントサーノ（機能では 
そのようなわずらわしさはありません。 


プリンタ 



コンピュータとプリンタが本製品を経由して 
ネットワークで結ばれ、自由に各コンピュー 
夕から印刷できるようになります。 


•設定はこんなに簡単です！ 



プリンタの設定をします。これでプリンタの準備ができました。 


IsJ アプリケーションから印刷を実行します。 

※3と4の作業はコンピュータにプリンタを直接つないだときでも必要な作業です。 


1. プリントサーバ機能を利用する 


プリンタを接続する 


本製品のプリンタポートとプリンタをプリンタケーブル(セント□ニクス36ピン 
コネクタ)で接続します。 


プリンタ 



本製品背面 


プリンタケーブル 

(セント□ニクス36ピンコネクタ） 



プリンタ ポー ト 
( D - Sub 25 ピンコネクタ） 


ソフトウェアをインストールする 


WM 付録の CD - ROM をドライブに入れます。自動的にメニュー画面が表示されます。 

-メニュー画面が表示されない場合は、 CD-ROM の内容を開き、 rlnstall(.exe)」 
をダブルクリックします。 


I プリントサー バソフ トウェアのインストール |ポタンをクリックします。 



〈 Welcome 〉 画面が表示されますのでボタンをクリックします。 
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Chapter 3 機能編 


WM インス!-ール先を指定します。通常はそのまま変更する必要はありませんので、 
I Next j ポタンをクリックします。 



インス!-ール先を変更した 
い場合は、ここをクリック 
してインス I -ール先を指定 
します。 


ク ij ック 


W*M 〈Setup Complete ) 画面が表示されますので| Finish |ポタンをクリックし 
ます。 


〈 reboot 〉 画面が表示されます。プリントサーバ用のソフトウェアを使用するに 
は再起動する必要がありますので 「 Yes ， 丨 want to restart my computer 
now 」 を選択し、ポタンをクリックします。 



| 〇 make broadband router worKable for you, please rememoer 
reboolingyour computer... 

令ここを選択 J 

1 

(• jYes, 1 want to restart my しし .niputtf r ^ 

C No, 1 will restart my computer later. 

- ^ クリック J 

I OK ◄*- 


1 / 


これでプリントサーバ用のソフトウェアがインストールされました。同じように 
各クライアントに、このソフトウェアをインス!ルし、このあとの「プリンタ 
の設定をする」へ進みます。 
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1. プリントサーバ機能を利用する 


プリンタの設定をする 


ここでは 、 Windows XP の画面を使用しています 。 Windows Me /98 では画面 
構成が異なる部分がありますが同じ手順で設定できます。 



Windows 2000 /NT 4.0 での設定 

この説明を参考に、印刷先のポートで 「 PRT:Print Server 」 を選択してください。 


WM プリンタを使用するクライアント（コンピュータ）に、あらかじめプリントサーバ 
用ソフトウェアとプリンタのドライバをインストールしておきます。 

•プリントサーバ用ソフトウェアのインス!ル方法は、 P 29 「ソフトウェアを 
インス!-ールする」をお読みください。 

• プリンタドライバのインス I ル方法はプリンタのマニュアルをお読みくだ 
さい0 


WM Windows XP では[スタート] — [設定]—[コント□ールパネル] — [プリンタとそ 
の他の八ードウエア]—[プリンタと FAX ] を選択します。 

• Windows Me /98 では[スタート] — [設定卜[プリンタ]を選択します。 


使用するプリンタ名にマウスのポインタを合わせて右クリックします。「プ□パ 
テイ」を選択します。 


gl ブリン如)インスト'-ル 
_印刷ジョブの表示 
g) 印刷設定の逞択 
#印刷の一 B 射亭止 
ぬこのブリン如)共有 
gjj このブリンタの名前変更 
このブリンタの則除 
ぼブリン如)プ□パティ®設定 


. -! ..... :： . 


一 B 射亭止© 


共有砂… 

ブリン摊オフラインで使用する (U) 


ショートカットの作成<£> 

mm 

名前の変更 ( m ) 


• ここでは、例としてプリンタに EPSON LP -1 70 OS を使用しています。 
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Chapter 3 機能編 


■遍 Windows XP では【ポート】タブを選択します 。 Windows Me /98 では【詳細】 
タブを選択します。 



ク ij ック 


♦Windows Me /98 の場合 



ク ij ック 


• 表示されるタブの数や種類はプリンタの機種によって変化します。 


151 Windows XP では「印刷するポート」の 「 PRT : PRINT Sever 」 を選択します。 
Windows Me /98 では「印刷先のポート」のプルダウンメニューを開き、 
「 PRT : (PRINT Sever )] を選択します。 



ここを選択〕 


♦Windows Me /98 の場合 

全般詳細丨共有丨基本設定丨レイアウト|才—ハしレイ丨琛境設定丨ユ—ティリティ| 
EPSON LP-1700S 


ユ JjsJ 


印刷先のポ-卜®: 



ここを選択 j 
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1. プリントサーバ機能を利用する 


Wi % プリンタのプ□パテイの r ^ i ボタンをクリックします。 

-〈プリンタ〉画面が閉じます。 


WA ワープ□ソフトや Web ブラウザなどで適当な内容を表示し、印刷機能を選択します。 


W !\ 「プリンタの選択」または「プリンタ名」に、本製品に接続されたプリンタの名 
称が表示されていることを確認してテスト印刷を実行します。 


全般 


プリンタの逞択 


圏 U 

■追加國 

iTaBiiia 


状態：準備完了 
塌所： 

コメント： 


□ファイルへ出力© 


詳細設定®) 


カンタの検索迫)... 


プリンタ名を確認. 


♦Windows Me /98 の場合 


ユ JjsJ 


ブリンダ¬ 


ブリンタ名 ( N ): l ? a«f 


~ プ□パティ (£> ■ 


状態 

種類 

場所 

コメント 


通常使うブリンタ：使用可能 
EPSON LP-1700S 
PRT： 


厂ファイルへ出力 (U 


印刷範固 


C すべて⑻ 

r ページ指定 ◎) |i ’ページから© 

|1 • ページまで •<!) 

r 逞択し部分© 



プリンタ名を確認1 


• 用紙設定等は擐境に合わせて設定してください。 


B /] 設定が正しければ画面に表示されていたページが印刷されます。 


これでプリントサーバ機能が利用できるようになりました。各クライアントで同 
じように設定してください。 
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Chapter 3 


| 設定画面のリファレンス 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 




本製品には、基本設定以外にさまざまな拡張機能があります。ここでは、拡張機 
能の設定画面の内容について機能ごとに説明します。 


システム状態 


本製品のシステム状態を表示します。 「更新1 ボタンをクリックすると、内容を最 
新の状態に更新します。 


. こ.- 1:':- 


^システム状態 


システム状簾 1 

蓍通番醱定 


残りのリース時 P 邊 
IP アドレス 
サブネットマスク 
ゲートウェイ 
ドメインネームサーバ 


00:00:00 

0.0.0.0 

0.0.0.0 

0.0.0.0 

0.0.0.0 


ク哪1 


，スフィルタリング I [7^1 网 


用意ができていません 
画面表示時聞: 2002年10月30日13:14:33 


IP アドレス 

WAN 側の現在の IP アドレスを表示します。サイドノー トに 
は、接続タイプが表示されます。 

サブネットマスク 


ゲートウェイ 

WAN 側の各アドレスを表示します。 

ドメインネームサ _ パ 


プリンタ 

接続したプリンタの状態を表示します。準備ができていると 
きは、「レディ」と表示されます。|削除|ボタンが表示され 
ているときは、印刷ジョブを削除することができます。 


癱接続タイプによって表示される項目 


接続時間 

(PPPoE 接続の場合） 

インターネットに接続している経過時間を表示します。ボ 
タンの内容については、画面の|ヘルプ|ボタンをクリック 
してください。 

残りリース時間 
(動的 IP アドレスの場合） 

残りのリース時間を表示します。ボタンの内容については、 
画面の|ヘルプ|ボタンをクリックしてください。 


2. 設定画面のリファレンス 


管理者設定 


本製品の管理者に関する設定をします。 




その他の項 s 


_ 



► ファ-ムウエアパージヨン： R 1.95 W _ 

.WAN の MAC アドレス： 「 FF - FF - FF - FF - FF || 変更|「推製する 1 

しログを見る I I 再起肋 J しパックァップ設定 I 

L 初期設定に戻す j [_ ファームウ I ア更新~ I [ヘルプ j 


•管理者のパスワード変更 

第三者に設定を変更されないようにパスワードを設定します。初期値は 「 admin 」 
ですが、不特定多数の人がコンピュータを利用するような環境では、必ずパス 
ワードを定期的に変更するようにしてください。 



パスワードを変更するには ••• 

現在のパスワードを入力し、新しいパスワードを2回入力します。入力したら 
fOKl ボタンをクリックします 。I クリア I ボタンをクリックすると入力した内容 
がクリアされます。 


•その他の情報とコマンド 

現在のファームウエアのバージョンと WAN 側ポートの MAC アドレスを表示し 
ます。 


•各ポタンの説明 


変更※ 

WAN 側の MAC アドレスを変更したい場合に、新しい MAC アドレ 
スを入力したあとで、このボタンをクリックします。 

複製する※ 

プ□バイダによってはインターネットに接続しているコンピュータ 
を管理するために、このクライアント(コンピュータ)の MAC アドレ 
スを知らせなければならないことがあります。そのような場合にこ 
のボタンを押すと、このコンピュータの MAC アドレスが WAN ポー 
卜の MAC アドレスとして設定されます。 

□グを見る 

本製品の使用状態やアクセス状況を保存したログを見ることができ 
ます。[その他の項目]で 「 DoS 攻撃の検出」を有効にしている場合 
は、外部からの攻撃を記録します。 
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Chapter 3 機能編 


再起動 

設定を変更した場合などに、その内容を有効にするために本製品を 
再起動します。 

バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルに保存します。詳しくは、このページの 
「バックアップ設定」をお読みください。 

初期設定に戻す 

本製品に記憶された設定内容を工場出荷時の初期値に戻します。変 
更した内容はすべて初期値に戻ります。 

ファームウエア 
更新 

本製品の機能向上のためにファームウェアがノ（ージヨンアップされ 
ることがあります。ファームウェアをバージヨンアップすることで 
最新の機能を利用できたり、動作が安定したりします。更新の方法 
については、 P 47 「ファームウェアを更新する」をお読みください。 


※ MAC アドレスを変更または複製すると、 r 元に戻す I ポタンが表示されます。変更/複製前 
の MAC アドレスに戻すときは、このボタンをクリックします。 


•バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルに保存することができます。 MAC アドレスフィルタ 
リングなどの各機能を設定しているときは、設定内容を保存しておくことをお勧 
めします。 


01 バックアップ設定 |ボタンを押すと〈ファイルのダウン □ー ド〉画面が表示さ 
れます。 

② 「このファイルをディスクに保存する」を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 

③ 〈名前を付けて保存〉画面が表示されますので、場所とファイル名を指定して 
厂 保#1 ボタンをクリックします。拡張子は 「 bin 」 にしておきます。 

岭これで保存は完了です。保存したファイルを読み込む場合は、ファームウエア 
の更新機能を使用します。方法については P 47 「ファームウエアを更新する」 
をお読みください。 


基本設定 


接続タイプに合わせた基本設定の内容が表示されます。内容については、それぞ 
れのページを参照してください。 

静的 IP アドレス岭 P22 「静的 IP アドレスでの設定」へ 
動的 IP アドレス岭 P 23 「動的 IP アドレスでの設定」へ 
PPPoE 接続 岭 P 24「 PPPoE 接続での設定」へ 
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2. 設定画面のリファレンス 


DHCP サーバ 


インターネットに接続するには、 TCP / IP プ□トコルが必要です。 TCP / IP を使用 
するには、接続するクライアント(コンピュータ)を区別するために、ひとつひと 
つに異なった IP アドレスを割り当てる必要があります。クライアントの台数が多 
いネットワークでは、手動で IP アドレスを割り当てると手間がかかります。 
DHCP サーバ機能を利用すると、ネットワーク上のクライアントに対して自動的 
に IP アドレスを重ならないように割り当てることができます。特に無効にするよ 
うに指示がない限り、有効に設定してください。 


管理者用 

メイン メニュー 

(R1.95w) 

ック校定 1 

システム状懸| 



DHCP サーバ 

► DHCP サーバ機能 

► IP ゴ'••ル聞始アドレス 

〇無効©有効 

11001 


► IP ゴール終了アドレス 


1 

► ドメイン名 

♦ • - 

I 1 



ダィ 致ヲク DNS 

| 保存||キャンセ彻 II その他の設定》 ) クライアントリスト| 


1固定のマツ e ン ’sl ヘルブ| 




このボタンをクリックするとオプション設定が表示されます。 


► ゲートゥエィ 

► ゴライマリ DNS サーバ 
► セカンダリ DNS サーバ 
► プライマリ WINS サーパ 
► セカンダリ WINS サーパ 



M 管 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
「 DHCP サーバ機能」以外の項目を変更した場合は、 | 再起動 |ボタンをクリック 
して再起動してください。 


• DHCP サーバ機能 

DHCP サーバの有効/無効を設定します。通常は「有効」にします。 IP アドレス 
を手動で割り当てる必要がある場合やネットワーク上に別に DHCP サーバがある 
場合は「無効」に設定します。 

• IP プール開始アドレス/ IP プール終了アドレス 

DHCP サーバ機能を利用する場合、 DHCP サーバがクライアントに自動的に割り 
付ける IP アドレスの範囲を指定します。開始アドレス〜終了アドレスの範囲でク 
ライアントに IP アドレスが自動的に割り当てられます。 
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Chapter 3 機能編 


•ドメイン名 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりドメイン名を入力するように指 
示がある場合に設定します。ここに設定された内容はクライアントに転送され 
ます。 


•その他の設定 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりゲートウェイ、 DNS サーバ、 
WINS サーバを入力するように指示がある場合に設定します。 


• | クライアントリスト1 ポタン 

本製品の DHCP サーバ機能が管理しているクライアントの現在の IP アドレス、ホ 
スト名、 MAC アドレスを表示します。 


MEMO 動的 IP アドレスの DNS アドレス 

[基本設定]で「動的 IP アドレス」を選択した場合で、プ□バイダより DNS サーバを 
手動で入力するように指定があるときは、その他の設定の「プライマリ DNS サー 
I ノて」と「セカンダリ DNS サーバ」にアドレスを入力します。 




夕设定 


DHCP クライアント IJ スト 



192.168 .1.1 45 suma-win 00-90-FE-22-12-74 


[ 戻 5 I fl 新 ] 


• |固定のマッピング1 ポタン 

クライアントの IP アドレスを固定したい場合に使用します。詳しくは P 42 
「 MAC アドレスフィルタリング」をお読みください。 


ダイナミック DNS 


ダイナミック DNS を利用すると、固定的なグローバル IP アドレスがなくても、ホ 
スト名を使ってサーバーを公開することができるようになります。この機能を利 
用するには、ダイナミック DNS に対応したプ□バイダなどと契約する必要があり 
ます。ダイナミック DNS は「プ□バイダ」のリストに表示されるプ□バイダでご 
利用いただけます。 


] この機能はインターネット側に LAN 側のコンピュータをサーバとして公開する 
； il 0 機能です。導入にあたっては、不正アクセスなど防ぐためフアイヤーウオール 
機能などを考慮してください。 
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2. 設定画面のリファレンス 


^ダイナミック DNS 



►ダイナミック DNS ©無効〇有幼 


►プロパイダ I DynDNS . org ( Dynamic ) v 

►本スト名 ... J [ 


►ユーザ名/ E - mail アド「 



[保存)[キ V ン t ル丨丨ヘルプ] 


•ダイナミック DNS 

ダイナミック DNS を利用する場合は、有効を選択します。 

•プ□バイダ 

リストの中からダイナミック DNS に対応したプ□バイダを選択します。本製品で 
利用できるプロバイダはリストにあるプロバイダだけです。 


•ホスト名 

ダイナミック DNS に対応したプ□バイダと契約したときに指定したホスト名を入 
力します。通常、ホスト名の後には、契約したプ□バイダのドメイン名を付けます。 


(例）ダイナミック DNS プ□バイダ名： elecom - laneed.com 
ホスト名 ： broadstar 

- ► brcadstarelecom - laneed . com (こなります 0 


•ユーザ名/ E - mail アドレス 

ダイナミック DNS プ□ノ（イダへの認証に使用するユーザ名を入力します。プ□バ 
イダによっては、 E - mail アドレスを使用する場合もあります。 

籲パスワード/キー 

ダイナミック DNS プ□バイダへの認証に使用するパスワードを入力します。プロ 
ノ（イダによってキーと表記されている場合もあります。 
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Chapter 3 機能編 


ポートフォワーデイング 


ポートフォワーディング機能は、 LAN 上にあるクライアント（コンピュータ)を 
インターネット サービスに 開放することができる機能です。通常 NAT 変換を利用 
するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上のクライアントにアク 
セスすることはできませんが、バーチャルサーバ機能を利用すると本製品の 
WAN 側に対する接続要求を LAN 側の特定のクライアントに転送することができ 
ます。12個まで登録できます。 

インターネットではサービスごとに接続ポートが決められているので、あらかじ 
め各サービス(ポート)に接続するクライアントを登録しておくことで、 WAN 側に 
接続要求があった場合に、ポートに対応したクライアントに転送することができ 
ます。 


ME— 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
l 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 


インターネットサービスのポート番号を指定します。 

手動入力のほか「テンプレート機能」を利用できます(下記参照)。 



•テンプレート機能の使い方 (リストにないサービスには利用できません) 

① リストからサービスを選択します。 

② サービスを割り当てるクライアントの〇番号をリストから選択します。 

③ I ID へコピー I ボタンをクリックします。 

※この方法で設定すると、そのサービスが自動的に有効になりますのでご注意ください。 
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2. 設定画面のリファレンス 


特殊アブ 1 J ケーシ 


インターネットゲーム、ビデオ会議、インターネット電話などのアプリケーション 
では、特定のポートへの接続を要求することがあります。通常 NAT 変換を利用す 
るルータでは、 WAN 側（インターネット側）から LAN 上のクライアント（コン 
ピュータ)にアクセスすることはできませんが、特殊 AP 機能を利用するとアクセ 
スすることができます。 DMZ 機能との違いは、指定したクライアントを WAN 側 
に全面開放するのではなく、あくまでも指定された特定のポートだけを開放する 
ため、指定外のポートへのアクセス要求は拒否することができる点です。なお、 
ポートが開放されるクライアントは、対象となるアプリケーションを最初に起動 
したクライアントだけです。 


MEMO 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
L 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 


使用するアプリケーションが発行 
するアウトバウンドポート番号を 
指定します。手動入力のほか 
「テンプレート機能」を利用でき 
ます(下記参照)。 


トリガーバケツトが検出されると開放するポート 
番号を指定します。連続したポート番号は 
「-」で指定することができます。 

「テンプレート機能」では自動的に入力されます。 


音理者用 

メインメニュー 

(R1.95w) 


クイ g ク IBfe a 

DHCW- バ | 

ダイナミ g ク DNS | 

弟-^^^^^ I 

i - そ®* 


[□■卜） 


15 殊アプリケーション 


1 14762 4] 

2 161121 

3 11205 3] 

4 19072^ 

5 口 

6 口 

フロ 

8 口 


[2300-2400.28800-290000 

[6112 

112120.12122.24150 -24220 

19072 



■ぐ 

0 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


|ガヤーなアゴリケーンヨン i 三国志 Internet _ vj I ID へコビ- | ID 「4 v | 

ンセル Jl ヘルブ J 


サービスの 
有効/無効を 
設定します。 


テンプレート機能 


•テンプレート機能の使い方 (リストにあるアプリケーションで使用可能) 

① リストからアプリケーションを選択します。 

② アプリケーションを登録する〇番号をリストから選択します。 

③ | ID へコピー |ボタンをクリックします。 


※この方法で設定すると、設定が自動的に有効になりますのでご注意ください。 
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Chapter 3 機能編 


MAC アドレスフイルタリング 


本製品の MAC アドレスフイルタリングを使うと、クライアント(コンピュータ)が 
利用できる本製品の機能を制限できます。この機能ではクライアントの持つ MAC 
アドレスを登録するだけでなく、 MAC アドレスと IP アドレスを関連付けて、クラ 
イアントの IP アドレスを固定することもできます。 


MEMO 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
l 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 


MAC アドレスフイルタリングの設定 


音理者用 

メインメニュー 

(R1.95w) 
逢ク 


^ MAC アドレスフイルタリング 


ク投定 


管理番股定 


► MAC アドレスフイ J レタリング 

► 有線 LAN インターフェイス 


DHCPtt —バ」 


□有効 

□有効 

コントロ'-ルテープルの「コネクション J の項目にチェックを入 
れることにより、そのクライアントは本機器へのアクセスが可能 
になります。 

「コネクション』の項目にチ: l ックを入れない場合、有線 LAN ク 
ライアントとの通信しかて•きません。 

コントロール亍ープルに登錄されていな t 〗 クライアントからのア 
クセスを [T キ可_ 


• MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスフィルタリング機能の有効/無効を指定します。チェックすると有 
効になります。 

•有線 LAN インターフェイス 

チェックすると有効になります。この設定を有効にすると、コント□—ルテーブ 
ルに登録されたクライアントに対して、「コネクション」の設定状態が反映され 
るようになります。また、コント□—ルテーブルに登録されていない有線 LAN の 
クライアントから本製品へのアクセスについて許可/拒否を選択できます。 
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2. 設定画面のリファレンス 


コントロールテーブル 


クライアントの MAC アドレスと IP アドレスを関連付けます。これにより、クライ 
アントの IP アドレスは固定されます。 MAC アドレスだけを入力し、 IP アドレスを 
入力しなかった場合は、 MAC アドレスだけでフィルタリングをおこないます。 
「コネクション」のチェックボックスをチェックする、しないで本製品の利用で 
きる機能は下表のようになります。1ページに付き4つの ID がリストされます。 


•コネクシヨンの状態による利用制限 


コネクション—チェックする 

すべての機能を利用できます。※ 

コネクション4チェックしない 

有線 LAN クライアントとの接続だけ許可されます。 


※すべての機能とは、インターネットへのアクセス、プリントサーバの利用、有線 LAN クラ 
イアントとの接続です。 


-クライアントの MAC アドレスを指定します。テンプレート機能 
を使って MAC アドレスと IP アドレスを選択します(下記参照)。 
手動で入力することもできます。 


-テンプレートを使うと自動的に登録され 
ます。 

各クライアントの 
接続状態を設定します。 


( To -90-FE-I a - oo ] 


[0 クァゥト I 


! 

192.168,1.[__| 

□ 

丨 

192.168.1.|_ ] 

□ 


192.168,1.[_ ] 

□ 

クライアント|〇〇■•鑭 

-74 :192.168.1145 (suma-win) v|| 

ID へコビ- |lD『v ■_ 


前のページに戻5 II >欠のべージに道保存丨[キャンセル II ヘル: T | 


-テンプ レート 
機能 


-ページを移動します。 


•テンプレート機能の使い方 

① リストからクライアントを選択します。 

② クライアントを登録する ID 番号をリストから選択します。 

③ | ID へコピー| ボタンをクリックします。 IP アドレスが自動的に登録されます。 
※この方法で設定すると、そのサービスが自動的に有効になりますのでご注意ください。 


MEMO 


本製品に接続しているすべてのクライアントの MAC アドレスと IP アドレスは、 
〈 DHCP サーバ〉画面の| クライアント ボタンをクリックすることで一覧 
で見ることができます。 
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Chapter 3 機能編 


アクセス制御 


ユーザ(クライアント)をグループ分けし、グループごとにアクセスできるポート 
を制限することで、グループごとのアクセス権限を設定することができます。ク 
ライアントの IP アドレスを登録することでグループを設定できます。次にグルー 
プごとにポート番号を登録し、そのポートへのアクセスの許可または拒否を設定 
します。これにより、各グループは登録されたポートへのアクセスが許可または 
拒否されます。グループは3つまで設定できます。グループに含まれないクライ 
アントはデフオルトグループとして、3つのグループとは別に登録したポートへ 
のアクセスの許可または拒否を設定できます。 


MEMO 


• IP アドレスの固定について 

アクセス制御ではクライアントを IP アドレスによって指定します。 DNS サーバ機 
能を使っていると IP アドレスが動的に割り当てられるため、指定した IP アドレス 
が意図するクライアントと異なってしまう可能性があります。また、クライアン 
卜が意図的に IP アドレスを変更することも考えられます。画面下の| MAC レベル | 
ボタンをクリックすると 〈 MAC アドレスフィルタリング〉画面が表示されます。 
MAC アドレスフィルタリングの「コント□—ルテーブル」を使うとクライアント 
の MAC アドレスと IP アドレスを関連付けることで、クライアントと IP アドレスを 
固定することができます。 

•設定を変更した場合は ••• 

[^1 ボタンをクリックしてください。 
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設定したポートに対するアクセスの許可/拒否を設定します。 

—アクセス制御の有効/無効を設定します。 


音理者用 

メインメニュー 

(R1.95w> 


タマック g 定| 

こ—■テ 

管理番設定 | 


•本— 








そ®®®項目I 


[□う.ァ〇卜 I 


ぬ アクセス制御 


►アクセス制 W 
►ラ'フォルトラループ 



□有効 

ヴルーゴ1か63を除 1 1た全ての端末：このラルーゴに 
入ります。 


L 「 j 巨否 V 永一卜番号 

►プルーゴ1メンバー 
L 厂許可沒ポ ート番号 

►ヴルーゴ2 パー 
…拒否醒味 ート番号 

►ヴルーゴ3 メンバー 
L I拒否1^& ~卜番号 


Q00-149 

[25.53.80.1 10 


|1 50-1 99 
[21.119 


[保存][キ V ンセル II レベル丨丨へルソ] 


グループにするクラ 
イアントの IP アドレ 
スを入力します。 

4組で構成される 
アドレスの最後の 
アドレスだけを入力 
します。 

ひとつひとつの 
ポート番号は「，」 

で区切ります。 

連続する IP アドレス 
は「-」で指定します。 


〈 MAC アドレスフィルター 1 アクセスを制御するポート番号を指定します。 

リング画面〉を表示します。 ひとつひとつのポート番号は「，」で区切ります。 


連続したポート番号は「-」で指定します。 


2. 設定画面のリファレンス 


その他の項目 


(R1.95**) 

ダ，ナ £:- ク DNS | 

脚…」 


这■その他の項 i 



► DMZ ホスト IP アドレス 

192.168.1. 

□ □ 

► リモート苷理者ホスト 

10.0 .0.0 

□ 

► 音理者タイムアウト 

1600 

<〇に設定すると無効にな y ます） 

► W_ か 6PING? 受け仲ナない 


□ 

► 非標準 FTP ボート 

□ 


► SPI モ-ド 


□ 

► DoS 攻輦の検出 


□ 

|保存| |キャンセル| |ヘルブ1 





設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
►(青)マークが付いている項目を変更した場合は 、 I 再起動 I ボタンをクリックして 
再起動してください。 


• DMZ ホスト IP アドレス 

WAN 側に開放したいコンピュータの IP アドレスを指定します。チェックボック 
スをチェックすると、指定した IP アドレスが DMZ ホストとして WAN 側に開放さ 
れます。 



DMZ 機能とは • • • 

通常 NAT 変換を利用するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上の 
コンピュータにアクセスすることはできないため、インターネットゲームなどを 
利用することができません。 DMZ 機能を利用すると指定したクライアント(コン 
ピュータ)への WAN 側からのアクセスを許可するのでインターネットゲームなど 
を楽しむことができます。 


] この機能を有効にすると、指定した IP アドレスを持つクライアントは、 WAN 側 
から自由にアクセスできるようになるため、不正侵入されやすくなります。こ 
の機能を利用するときはフアイヤウオールなどのセキュリティについて十分に 
注意してください。 
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Chapter 3 機能編 


•リモート管理者ホスト 

インタ—ネット側から本製品の設定ユーティリティにアクセスしたい場合に 
WAN 側から接続するコンピュータの IP アドレスを設定します。なお、 LAN 上で 
□グインしているクライアントがあると接続できません。 



リモート管理者ホストを有効にすると、 Web サーバポート番号は88になります。 
クライアントから本製品にアクセスしても設定ユーティリティが表示されない 
場合は、 IP アドレスのあとに「:88」と入力してください。 


•管理者タイムアウト 

タイムアウトする時間を設定します。設定時間を過ぎると自動的に□グアウトし、 
設定ユーティリティを使用するのに再度□グインする必要があります。「0」を入 
力するとタイムアウトしません。 


• WAN 側から PING を受け付けない 

この項目を有効にすると、 WAN 側からの PING を受け付けなくなります。 

•非標準 FTP ポート 

FTP ポート番号は標準では21ですが、別のポート番号を使用するときに指定し 
ます。再起動すると設定は無効(〇)になります。 

• SPI モード 

SPI(Statefull Packet Inspection ) モードを有効にすると、 IP アドレス、ポー 
トアドレス、 ACK 0 SEQ ナンバーを自動的に監視します。 IP パケットのヘッダ部 
分だけを監視する通常のフイルタリング機能よりも強固なセキュリテイを実現で 
ぎます。 


籲 DoS 攻撃の検出 

DoS(Denial of Services ) 攻撃とは、インターネツト側からルータやサーバなど 
に不正なバケツトを送信し、通信を不能にしたり、サービスを停止させることで 
す。この項目を有効にすると 、 「SYN Attack」「Win Nuke」「Port Scan 」 
「Ping of Death」「Land Attack 」 などの攻撃を検出し、「システム□グ」に記 
録することができます。システム□グについては、 P 35 「管理者設定」をお読み 
ください。 
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2. 設定画面のリファレンス 


ファームウェアを更新する 


ファームウェアを更新すると本製品の機能が向上したり、動作が安定したりします。 
ファームウェアが更新されると弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp ) に 
アップデータが掲載されますので、定期的に弊社ホームページをご覧ください。 


WM 弊社ホームページなどからアップデータをダウン□ー ドしておきます。 

Wm 本製品の設定ユーティリティを表示し、□グイン後に| 管理者設定 |ポタンをク 
リックします。 

-〈管理者設定〉画面が表示されます。 


K ] | ファームウヱア wi ポタンをクリックします。 


g 邏 〈ファームウェア更新〉画面で si ] ポタンをクリックします。 

.ppa. 

メイン メニュ^ Ss ” 娜 

(R1.95w) 

R ック明自 




注意！更新中に電源を絶対に切らないでください。故睹の原因になります。 

しキャンセル1 


Kf アップデータのある場所とアップデータを選択し、 S 3 ポタンをクリックし 
ます。 



ク ij ック 
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2. 設定画面のリファレンス 


rwi ボタンをクリックします。 



管理餐股定 i 





ファームウェア更新 



現在のファームウ: L アバージョンは R1_95w です0更新にはおよそ20秒かかります。更新 
が正常に終了すると、自動)的に再起勒します。 

注意！更新中に電源を絶対に切らないでください。故睹の原因になります0 

|史系^ヤヤノ u ル j 


• 更新作業が始まります。 


ク U ック] 


注!意更新中は安全のために、誦こ他の操作はしないでください。 


WA 「正常に更新されました」と表示され、そのままぐンステム状態〉画面に戻ります。 
これでファ-ムウ I アの更新は完了です。 
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Chapter 4 

付録編 


「かんたん！クイック • セットアップガイド」またはこのマニュアルの本編を 
読んで設定したがインターネットなどに接続できない場合は、 P 50 「1.トラブル 
チェック」および P 62 「2.こんなときは」をお読みになり、設定をご確認くだ 
さい0 
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Chapter 4 


I トラプルチェック 

| * 

トラブルチェックでは、セットアップガイドおよびユーザーズマニュアルの説明 
どおりに作業を進めたがインターネットに接続できない場合に考えられる代表的 
なトラブルの原因をチェックする方法を説明しています。 


ここでのチェック方法は、基本設定で LAN IP アドレスの設定と DHCP サー 
パ機能の設定を変更していないことが前提です。 


接続できないときの基本チ: 


ここでは、インターネットだけでなく、設定ユーティリティにも接続できない卜 
ラブルを解決するための基本的なチェック内容を説明しています。 Checkl から 
順番に確認してください。 

• Checkl 〜3を確認しても接続できない場合は、症状に合わせて P 52 「インター 
ネッ トに接続できない」 または P 53 「設定ユーティリティに接続できない」を 
お読みください。 


[ MSMXB 回線事業者/プロバイダに関すること 


回線事業者やプ□ノ（イダとの契約または工事が完了していない場合があります。 

□回線事業者/プ□バイダから通知されたサービス開始日を過ぎていますか。 
♦ ADSL サービスの場合、モデムが送付されてきても、 NTT 局内側の接続工事が完了し、 
サービス開始日を過ぎないとインターネットには接続できません。 


:ック/電源を入れる順序 


•電源ランプが点灯しているか確認してください。 

□モデムの電源ランプが点灯していますか。 

□本製品の電源ランプが点灯していますか。 

□ ①モデム — ②本製品—③バソコンの順序で電源を入れ直してください。 

♦プリントサーノ（機能を使用している場合、プリンタの電源は入っていなくてもかまい 
ません。 


50 


1. トラブルチェック 


ケーブルが接続されていても、接触不良を起こしていたり、間違ったケーブルを 
使用している場合があります。正しく接続されている場合でも、一度ケーブルを 
抜いて、しっかりと差し込み直してください。 


注意 


ケーブルを抜き差しする場合は、すべての機器の電源を切った状態にし 
てください。 


籲ケーブルがそれぞれ正しく接続されているか確認してください。 

□ADSL サービスで NTT とタイプ1(加入電話と共用)で接続している場合、スプ 
リッタの各ポートに接続する相手の機器は正しく接続されていますか。 

♦スブリッタには、① ADSL 回線から、②電話機へ、③モデムへの3つのポートがありま 
す。それぞれ正しく接続されているかをスプリッタの説明書を読んで確認してください。 

□ADSL サービスの場合、 ADSL 回線〜モデム間はモジュラーケーブルで接続さ 
れていますか。 

□モデムからの LAN ケーブルが本製品の WAN ポートに接続されていますか。 
♦間違って LAN ポートに接続されていませんか。 

□モデム〜本製品 (WAN ポート)に使用しているケーブルはストレートケーブルで 
すか。 

♦通常はストレートケーブルで接続してください。また、モデム側にストレートとクロス 
接続を切り替えるスイッチがある場合は切り替えてみてください。なお、 WAN ポート 
は AUTO - MDIX 対応ではありません。 


□コンピュータからの LAN ケーブルが本製品の LAN ポートに接続されていま 
すか。 

♦間違って WAN ポートに接続されていませんか。 
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Chapter 4 付録編 


籲機器の電源を入れて、接続ランプが点灯しているかを確認してください。 

□モデムにあるインターネット回線 (ADSL/CATV/ 光ファイバー)との接続を示 
すランプは点灯していますか。 

♦表示ランプについては、モデムの説明書をお読みください。点灯していない場合、イン 
ターネット回線と正常に接続できていません。ケーブルの接続などを確認してください。 

□本製品の WAN ランプが点灯していますか。 

♦点灯していない場合は、以下の原因が考えられますので確認してください。 

① インターネット回線〜モデム間が正常に接続できていない。 

② モデム〜本製品の WAN ポートが正常に接続できていない。 

③ 機器の電源が入っていない。 

□コンピュータの電源を入れた状態で、本製品の LAN ポートの Link/Act ランプ 
は点灯していますか。 

♦点灯していない場合は、以下の原因が考えられますので確認してください。 

① 特定のコンピュータだけ点灯しない場合は、ケーブルの問題、 LAN アダプタの問題が 
考えられます。点灯しているコンピュータのケーブルと差し替えてみてください。 

② 本製品の電源が入っているのに、すべてのコンピュータが点灯していない場合は、 
LAN アダプタの設定の問題と、本製品の故障が考えられます。 


インターネットに接続できない 


ここでは、設定ユーティリティには接続できるのに、インターネットに接続でき 
ない場合のトラブルを解決するためのチェック方法を説明しています。 P50 「接 
続できないときの基本チェック」を先にチェックしたうえで、こちらをお読みく 
ださい。 


(Check 4 


プ□バイダ情報が保存されているかのチ: 



•設定ユーティリティを表示し、メインメニューの| 基本設定1 ポタンをクリック 
します。設定内容を確認してください。 


□WAN の種類は、契約されたプ□バイダが使用してる接続タイプですか。 

(例）フレッツ ADSL • 巳フレッツ- *>PPP over Ethernet 

Yahoo 旧巳 • おもな CATV インターネットサービス—動的 IP アドレス 
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1. トラブルチェック 










f ブの割0当て 
けの切断®.. 


；；表示© 


すべて®ブ时ラム (E> > 




❶[スタート]ボタンをクリックし 
ます。 

❷[マイコンピュータ]を右クリツ 
クします。 

❸メニューの[プ□パテイ]を 
クリックします。 


□表示された各項目の内容は、プ□バイダから指示された内容になっていますか。 

♦フレッツサービスの場合、プ□バイダから指示されたアカウント(ユーザ ID) に◎とプロ 
バイダ識別子を入力する必要があります。詳しくはフレッツサービスの説明書をお読み 
ください。 


設定ユーテイリテイに接続できない 


ここでは、本製品の設定ユーテイリテイに接続できない場合のトラブルを解決す 
るためのチエツク方法を説明しています。 


Check 5 




:ック/電源を入れる順序 


_電源ランプが点灯しているか確認してください。 

□モデムの電源ランプが点灯していますか。 

□本製品の電源ランプが点灯していますか。 

□ ① モデム—②本製品 —③ バソコンの順序で電源を入れ直してください。 

♦プリントサーバ機能を使用している場合のプリンタの電源は入っていなくてもかまい 
ません。 


LAN アダプタが正常に動作しているかを確認してください。 Check4 • 5の内容 
を確認してから接続テストをしてみてください。ここでは、 Windows XP/Me/ 
98の場合について説明しています。 


Windows XP の場合 


| □ヴオフ (L〉@)1 終了オプション仙 



為國©^瓠一 
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Chapter 4 付録編 


❹ 【ハードウエア】タブをクリック 
します。 


❺| デパイスマネージャ1 ポタンを 
クリックします。 


システムのブ D パテ 0 



11全胺 II コン ビュー タ通 

.ハ-ドウ: [ア 

¥細設定システムの愎元自觔更新リモート1 

1 

^, 


「ハードウ； E アの追加ウィザード 

邂广■加ウイザイ■、ハ，■ストルがで.きま 


[ ハ-ドウ I アの追加ウイザ-ド ( d ) | 




ドライパの署名© 


I デパイスマネー:? V® 


❻「ネットワークアダプタ」の+ 
をクリックし、取り付けられてい 
るアダプタの名称をダブルクリツ 
クします。 


この部分には実際にご使用になって 
いるアダプタの名称が表示されます。 


❼デバイスの状態に「このデバイス 
は正常に動作しています。」と表 
示されていることを確認します。 


ファイル©揉作込）表示祕ヘルブ砂 




jP SUMA-WIN 
田…泣 DVD/CD-ROM ドライブ 
H QIDE ATA/ATAPI] ントラ 
1+' ^ USB (Universal Serial Bus) コントローラ 
由..％ » キーボード 
由…§コン ifi-ii 

甶€サウンド、ビデオ、およ u ゲ“ムコント□ーラ 
由… j システムデパイス 
田'^ディスクドライブ 

❻ ディスプレイ 飞物 _ 


r m ネットワークアダプタ 


. 〇 l.n 尸...,.卄 


m 


Laneed LD-LPCI/TX PCI Fast Ethernet Adapter *2 のブロパテイ f? ||V] 


全般詳細設定ド?^バリソ-ス甭源の音理 
|困^! ! Laneed LD-LPCI/TX PCI Fast Ethernet Adapter #2 


デバイスの種類： ネットワークアタブタ 

製适元： ELECOM 


免 


POISIot 4 (PCI パス 2. デバイス 12. 機能 0) 


*； イスの状態 

このデノ S イスは正常(こ勒作していまサ。 


恐貿しあ織?、 


[トラブルシュ-ティン i)_] 初リ妁してトラブル 


籲異常があった場合 

問題があるように表示されている場合は、 LAN アダプタのマニュアルをお読みに 
なり、正常に動作するようにドライバを再インス I ルしてください。 


籲画面を閉じるには 

各画面の0をクリックします。 
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1. トラブルチェック 


Windows Me/98 の場合 


❶デスクトップにあるマイコン 
ピュータのアイコンを右クリツ 
クします。 


❷メニューの[プ□パテイ]をクリツ 
クします。 


6^ 


ISKi ェクヌブ[ 


ヮブロ-ラ凶 


ネットワークドライブの害旳当て⑽ ... 
ネ9トワー5ドライブの切断①… 


シヨ'-卜力，卜 ( D 作成⑤ 
名前の茇頁 ( M ) 


❸ 【デバイスマネージャ】タブを 
クリックします。 

❹ 「ネットワークアダプタ」の E 
をクリックし、取り付けられて 
いるアダプタの名称をダブルク 
リックします。 

※ダイヤルアップアダプタが表示 
されている場合がありますが、 
このアダプタ名は関係ありません。 


全0デバィ: 


^イスマネージや 


^ 種類別に表示① 


I ノトドゥ I ァブロファィル丨パフォ-マンス丨 


r 接続別に表示ね） 


m S CD-ROM 
由#キーポード 
田 g システムデパイス 
囪 SP ディスクドライブ 
E 男)ディスブレイアダプタ 
kn^ imih 


ディ; 

-❹ぉ '■ 


Laneed LD-LPCI/TX PCI Fast Ethernet Adapter 
97やルアツプアりプり - 


a 益ハードディスクコント g 


この部分には実際にご使用になって- 
いるアダプタの名称が表示されます。 


❺ デバイスの状態に「このデバイス 
は正常に動作しています。」と表 
示されていることを確認します。 



籲異常があった場合 

問題があるように表示されている場合は、 LAN アダプタのマニュアルをお読みに 
なり、正常に動作するようにドライバを再インス I ルしてください。 


籲画面を閉じるには 

各画面の x | をクリックします。 
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Chapter 4 付録編 


^ Check 7 

インターネットを利用するには、インターネットプロトコル TCP / IP が有効になつ 
ている必要があります。また、通常は TCP / IP を自動取得するように設定されて 
し)る必要があります。 

Windows XP の場合 


❶[スタート]—[コント□—ルパネ 
ル]—[ネットワークとインター 
ネット接続]—[ネットワーク接 
続]の順にクリックします。 

❷ 「□—カルエリア接続」を 
右クリックし、メニューの 
「プ□パティ」をクリックします。 



❸ 「この接続は次の項目を使用し 
ます」にある「インターネツト 
プ□トコル(TCP/IP)」にチエツ 
ク0が入っていることを確認し 
ます。 


岭チェックが入っていない場合は、 
クリックしてチェックしてくだ 
さい0 


この部分には実際にご使用になって q 
いるアダプタ名称が表示されます。 


ふ （] 一カル i リア接转 ® ブ□パテイ r ? iixi 



❹「インターネットプロトコル 

( tcp / ip )」を選択します。 


0 1プ□パティ j ポタンをクリックし 
ます。 
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1. トラブルチェック 


❻ 「IP アドレスを自動的に取得す 
る」が選択 （®«) されていること 
を確認します。 

岭「次の IP アドレスを使う」が選 
択されている場合は、変更して 
ください。 

❼〈インターネットプロトコル (TCP/IP) のプ□パティ〉画面で [OK| ポタンをクリックし 
て画面を閉じます。続いて、〈□—カルエリア接続のプ□パティ〉画面で [W] ポタンを 
クリックして画面を閉じます。 

〇 〈ネットワーク接続〉画面の0をクリックして画面を閉じます。 

❾これで設定は終わりです。本製品に接続するすべてのコンピュータの LAN アダプタを同じ 
ように設定してください。 

•このチェック作業で設定を変更した場合は、 IP アドレスを再取得するためにコンピュータ 
を再起動してください。 



Windows Me/98 の場合 


❶[スタート]—[設定]—[コント 
□—ルパネル]の順にクリックし 
ます。 

❷ 表示された中から「ネットワ_ 
ク」をダブルクリックします。 


_ 


%] 

蠕 


タスク 

Tir/z [ . 

テレフオニ w 


ハードウェアの 

追加 

孤 

零 




パスワード 

フォルダオブシ 

フォン ト 

7V'A 

7ウス 


この部分には実際にご使用になって—— 
いるアダプタ名称が表示されます。 


❸ 「現在のネットワークコンポー 
ネント」に「TCP/IP」が表示さ 
れていることを確認します。 

※表示内容については、次ページ 
を参照 
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Chapter 4 付録編 


•表示内容ついては、以下の点に注意してください。 

• Windows の標準状態では、「ダイヤルアップアダプタ」が表示されている場合があります 
が、これは LAN アダプタとは関係ありません。正常に LAN アダプタが動作していれば、必 
ず別に LAN アダプタ名が表示されています。 

• 複数のアダプタ名がある場合は、 「 TCP / IP -> (ご使用の LAN アダプタ名)」と表示されます。 
•表示されるコンポーネントの種類は、ご使用の環境によって異なります。 TCP / IP に関す 
る設定だけを確認してください。 


❹ TCP/IP プロトコルが登録されていた場合は、操作❺へ進みます。 TCP/IP プロトコルが登 
録されていない場合は以下の手順で追加します。 


1. 〈ネットワーク〉画面で、 厂 追加 I ボタンをクリックします。 

2. 〈ネットワークコンポーネントの種類と選択〉画面が表示されます。「プ□トコル」を 
選択し、 mu ボタンをクリックします。 

3. 〈ネットワークプ□卜]ルの選択〉画面が表示されます。「 TCP / IP 」を選択し 、 fOKl 
ポタンをクリックします。 

4. 〈ネットワーク〉画面に戻ります。「現在のネットワークコンポーネント」に TCP / IP が 
追加されます。 

❺ TCP/IP-X ご使用のアダプタ 
名)」を選択します。 


❻ IプロパティI ポタンをクリックし 
ます。 



❼ 「IP アドレスを自動的に取得」 ^JxJ 

が P 択 （ （T ) されているァとを確 パインド丨 詳細設定丨 NetBIOS 丨 DNS 設定| ゲ- トウ： t イ丨 WINS 設定 IP アドレス| 


認します。 


IP アドレスは DHCP サこよって自助 fl 勺にこの]ンピュー如 1110当てら 


岭 「 IP アドレスを指定」が選択さ 
れている場合は、変更してくだ 
さい0 


'♦ f アドレスを自幼的に取得必 


-r IP アド以を指定© 

IP アドレス ( P : [ 


❽〈TCP/IPのプ□パティ〉画面で [OKJ ポタンをクリックして画面を閉じます。続いて、 
〈ネットワーク〉画面で_ポタンをクリックして画面を閉じます。 
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1. トラブルチェック 


〇設定を変更した場合は、再起動するようにメッセージが表示されますので、再起動してく 
ださい。 

❿ これで設定は終わりです。本製品に接続するすべてのコンピュータの LAN アダプタを同じ 
ように設定してください。 


f Check 8 


) □一カル IP アドレスの確認 


Check 6 • 7を確認してもインターネットに接続できず、設定を変更しても設定 
ユーテイリテイに接続できない場合は、 IP アドレスが正常に取得できているかを 
チェックします。 


Windows XP の場合 


❶[スタート] — [(すべての)プ□グラム] — [アクセサリ; HP マンドプ□ンプト]の順にクリック 
します。 


❷〈コマンドプ□ンプト〉画面が開 
きます。「>」あとに力ーソルが 
点滅している状態で、キーポー 
ドから 「ipconfig」 と入力し、 
[ Enter 」#— を押します。 


pA コマンドブロンブト 


Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600] 

CO Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 

C：¥Documerrts and Settings¥mairruser>ipconfig 


※入力する文字は半角英数字です。入カミスをした場合は、 fBackSpacel キーを押して間 
違った文字のところまで削除して戻ります。このとき、途中の文字だけを削除することは 
できません。 

「“ XXX ”は、内部コマンド•••」と表示された場合は、入カミスです。もう一度入力してく 
ださい。 


©IP Address に「192.168.1. 
XXX 」 （xxx は任意の数字が表示さ 
れます)と表示されていることを 
確認してください。 


Windows IP ConTiguration 

Ethernet adapter ローカル エリア接続： 

Connect i orrspec i f i c DNS Suffix 

IP Address. 

Subnet Mask . 

Default Gateway . 


192.168 .1.145 
255.255 .255.0 
192.168 .1.254 


岭 3 組の数字に 「192.168.1」 以外の数字が表示されている場合 

• Check 6 • 7をもう一度確認してください。 
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Chapter 4 付録編 


❹「192. 168.1. xxx 」 と表示され ■' 

た場合は、〈コマンドプ□ンプト〉| 

画面で、今度は「>」あとに、 丨 

キーボードから 「ping 192. ； 

168.1.254」と入力し、 ：. 

| Enter | キーを押します。 

❻ 正常であれば 、 「Reply from •• •」と表示されます。 

岭違うメッセージが表示される場合 

• 機器の電源を切ってから、ケーブルの接続をもう一度確認してください。 
• Check 6 - 7をもう一度確認してから Check 8 を試してみてください。 


C:VDocuments and Settings¥mairruser>ping 192.168.1.254 

Pinging 192.168.1.254 with 32 bytes of data: 

Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time く 1ms TTL Z 64 
Rep I ay f rom 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms TTL:64 
Rep I ay from 192.168.1.254 ： bytes=32 time<1ms TTL=64 
Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms TTL=64 


Windows Me/98 の場合 


❶[スタート]—[ファイル名を指定 
して実行]をクリックします。 


❷ 「名前」に rwinipcfgj と入力 
します。 


❸| 0 K |ポタンをクリックします。 



❹ < IP 設定〉画面が表示されます。 
「 IP アドレス」に n 92.168 .1. 
XXX 」 （ xxx は任意の数字が表示さ 
れます)と表示されていることを 
確認してください。 



岭3組の数字に「192.168.1」以外の数字が表示されている場合 

• I すべて書き換え 1 ボタンをクリックします。「192. 168.1. xxx 」 と表示されたかを確認し 
ます。 

•それでも、「192.168.1」以外の数字が表示されている場合は、 Check 6 • 7をもう一 
度確認してください。 

❻ n 92.168.1. XXX 」と表示された場合は、 [ スタート ] — [ プ □ グラム ] — [ アクセサリ ] — 
[ MS-DOS プ □ ンプト ] をクリックします。 
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1. トラブルチェック 


❻ 〈 MD - DOS プロンプト〉画面で、「>」あとに、力ーソルが点滅している状態で、キーポ ー 
ドから 「 ping 192.168.1.254」と入力し、キーを押します。 


※入力する文字は半角英数字です。入カミスをした場合は 、 I Backspace ] キーを押して間 
違った文字のところまで削除して戻ります。このとき、途中の文字だけを削除すること 
はできません。 

「“ XXX ”は、内部コマンド•••」と表示された場合は、入カミスです。もう一度入力し 
てください。 


❼正常であれば、 「 Replyf 「 om."j 
と表示されます。 


C ： ¥Windows>ping 192.168.1.254 

Pinging 192.168.1.254 with 32 bytes of data ： 

Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time く 1ms TTL=64 
Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms TTL=64 
Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms til 二 64 
Replay from 192.168.1.254 : bytes=32 time<1ms TTL=64 


岭違うメッセージが表示される場合 

• 機器の電源を切ってから、ケーブルの接続をもう一度確認してください。 
• Check 6 • 7をもう一度確認してから Check 8 を試してみてください。 
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んなときは 




Lun^sJ] 


トラブルチェックには、記載されていない事項を説明します。 


•設定ユーティリティの設定を変更したら使えなくなった。 

岭変更した内容を無効にできる機能では、設定を無効にして接続してみてくだ 
さい0 


岭「管理者設定」にある 厂 初期設定に戻す 1 ボタンを使用してください。 
管理者設定 — P 35 


• LAN 上のコンピュータとデータの交換ができない。 

岭 LAN 上のコンピュータとデータを交換するには、それぞれのコンピュータに対 
してネットワーク設定をおこなう必要があります。ネットワーク設定の方法に 
ついては、 LAN アダプタの説明書などをお読みください。 


•プリントサーバが使えない。 

岭本製品に接続したプリンタのプリンタドライバを各コンピュータにインストー 
ルする必要があります。インス!ルしていない場合は、プリンタの説明書を 
お読みになり、プリンタドライバをインス!-ールしてください。インス!-ール 
はコンピュータにプリンタを直接つなぐ場合と同じ方法でかまいません。 

岭本製品に付属の CD - ROM からプリントサーパ用のソフトウェアをインス I -- ル 
してください。 - P 29 

岭プリンタ設定で使用するポートをプリントサーバ上のプリンタに設定してくだ 
さい0 - P 31 


2. こんなときは 


•Internet Explorer を起動すると「インターネット接続ウイザード」 
が表示される。 

岭はじめて Internet Explorer を起動した場合に表示されることがあります。以下 
の手順でウイザードを実行してください。 

① 「インタ_ネット接続を手動で設定するか、口 ーカルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択し， |次へ| ボタンをクリックします。 

-〈インターネット接続の設定〉画面が表示されます。 

② 「□—カルエリアネットワーク ( LAN ) を使ってインターネットに接続します」 
を選択し、ボタンをクリックします。 

• 〈□—カルエリアネットワークのインターネット構成〉画面が表示されます。 

③ 「プ□キシサ_バ_の自動検出」が有効になっている場合は無効にします。す 
ベての項目が無効になっていることを確認し、 r ^ i ボタンをクリックします。 

-〈インターネットメールアカウントの設定〉画面が表示されます。 


④ここでは「いいえ」を選択し、 n 欠へ I ボタンをクリックします。 
※メールアカウントを設定したい場合は、メッセージに従って設定してください。 


⑤〈インターネット接続ウイザードを終了します〉画面が表示されます。 「完了 I 
ボタンをクリックします。 
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補足1 J - COM など @ NetHome 系の設定 


CATV インターネットサービスの @ NetHome 系で旧基地局を使用している場合 
と、インターネットにはつながるが、 @ NetHome の 「 www / mail / news / p 「 oxy 」 
へ接続できない場合は以下の作業が必要です。 

❿プ□バイダより通知された「コンピュータ名」を本製品の設定ユーティリティ 
の「動的 IP アドレス」にある「ホスト名」に入力します。 

❿ ドメイン名を調べて、入力します。以下の手順で実行してください。 

①モデムとコンピュータを直結している状態のままで、 DOS プロンプトから 
fipconfig / allj を実行します。 


② Windows XP / 2000の場合は、 「 Connection-specific DNS Suffix 」 に表 
示されている情報をメモします。 

Windows Me /98 の場合は、ホスト名をメモします。 


(例)コンヒュータ名. xyzO . aa . home . ne.jp 

この情報の xyzO . aa . home . ne . jp の部分をメモします(この内容は基地局によつ 
て異なります)。 

③本製品の 「 DHCP サーバ設定」にある「ドメイン名」に、この情報を入力します。 


MEMO 


新基地局の場合についての補足 

新基地局では、 MAC アドレスを 2 つまで記憶/管理できます。この場合は、以下 
の2つの方法のうち、いずれかの作業が必要です。 

❿ ケーブルモデムの電源を数分間切ってメモリを初期化する。 

❿ 管理者設定の 「WAN Mac アドレス」に今まで使用していた LAN アダプタの 
MAC アドレスを コピーす る。 
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2 . こんなときは 


補足2 Mac OS での TCP / IP 設定 


Mac 0 S では Mac OS X とそれ以前の 0 S で設定画面の表示方法が異なります。 
ご使用になる 0 S に合わせてお読みください。 



■Mac OS 8. x および 9. x の場合 

コント□—ルパネルにある「 TCP / IP 」を開き、[経由先]を 「 Ethernet 」 または 
「内蔵 Ethernet 」 に設定し、[設定方法]を 「 DHCP サーバを参照」に設定してく 
ださい。 


^尺する 


^尺する 


■Mac OS X の場合 

次の手順で設定してください。 

① [アップルメニュー] — [システム環境設定]を選択します。 

② ぐンステム環境設定〉画面で[ネットワーク]をクリックします。 

※ツールバーに[ネットワーク]が表示されていない場合は、[すべてを表示]をクリックします。 

③ [ネットワーク]の「表示」で「(内蔵) Ethernet 」 を選択します。 

④ [ TCP / IP ] タブの「設定」で 「 DHCP サーバを参照」を選択します。 

⑤ ボタンをクリックします。 

e 〇 _ネットヮ-ク_〇 

w : M 毳瘳鼸 

すべてを表示 ディスフレイサウンドネットワーク起動ディスク 
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阪： 06-6455-6000 
岡： 092-482-6000 
台： 022-268-6000 


電話番号 

東 

京： 

03-3940-6000 

名古屋： 

052-453-6000 

札 

幌： 

01 1-210-6000 

広 

島： 

082-223-6000 


ポートサービスについて 

ラニー ド製品のサボートサービスについては、下記の ラニー ド • サボートセン 
ターへお電話または FAX でご連絡ください。サボート情報、製品情報に関しては、 
FAX 情報、インターネットでも提供しております。なお、サボートサービスを受 
けるためには、必ずユーザ登録をおこなってください。 


•ラニー ド • ブロー ドバンドルータ専用 サボー ト _ 

TEL : 03-5798-7900 FAX : 03-3444-8205 


受付時間： 9:0◦〜12:0013:00〜1 9:00( 年中無休） 

※上記の電話番号は、ブ□ー ドバンドルータ専用です。 

•インターネット 

http :// www . elecom . co.jp 

• FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報 BOX センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の BOX 番号を指示してください。 

メインメニュー BOX 番号(提供している情報の一覧が FAX されます） 
_____ 


籲修理の依頼 

本製品が故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入したもの 
を添えてご連絡ください。 

保証期間内 

まずは、上記のラニード.サボートセンターまで電話または FAX でご連絡くだ 
さい0 


大福仙 


3. サボートサービスについて 


保証期間外 

東京都八王子市子安町 3-5-2 セキエレクト□ニクス株式会社内 
エレコム修理センター 

電話番号 0426 -31-0271 FAX 番号0426 -31-0272 
受付時間月曜日〜金曜日9:00〜12:00 13:00〜17:00 

(ただし、祝祭日および夏期 • 年末年始特定休業日は除く） 
※「众乂による受信は24時間おこなっております。 


•サボートセンターへお電話される前に 

サボートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

• このマニュアルの P 50 からの「1.トラブルチェック」および「2.こんなときは」 
をお読みになりましたか。まだ、お読みでない場合は、お電話の前にお読みく 
ださい。 

• システムを起動できる場合は、起動した状態でお電話ください。 

• 異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話が可能な場合は、コン 
ピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しながらチェックでき 
ますので、解決しやすくなります。 

• FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、できるだけ詳しい内 
容をご記入ください。 


次のことをお調べください。 


•ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している 0 S : 

使用しているコンピュータ本体(メーカーおよび型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0 S の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 ( HUB 、 ルータ等）： 

#具体的な現象に ついて 

具体的な現象： 

事前にお客様が試みられた事項(あればお伝えください)： 
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Chapter 4 


| 4 基本仕様 






商品名 

ブロー ドバンドルータ 

製品型番 

LD - BBR 4 L 3 

WAN 側インターフェイス 

10/100 Mbps RJ 45 ポート x 1 

LAN 側インターフェイス 

10/100 Mbps RJ 45 ワークステーシヨンポート X 4 

規格 

IEEE 802.3 / IEEE 802.3 u 

対応回線 

CATV インターネット接続、 xDSL 回線、 FTTH 回線 

通信速度 

WAN 側：10/1 00 Mbps 、 LAN 側：10/1 00 Mbps 

アドレス変換方式 

NAT / IP マスカレード 

対応プロトコル 

TCP/IP 

セキュリティ 

MAC アドレスフィルタリング、バケットフィルタリング、 

簡易フアイヤーウオー■ル (DoS • SPI )、 VPN(VPN Pass スルー) 

MAC アドレス 

IK 

プリンタポート 

D - Sub 25 ピン 

電源/消費電力 

電源： DC 5 V ( AC アダプタによる） 2 A 消費電力：最大 8.5 W 

対応 0 S 

Windows XP / Me /98/2 〇〇〇 

動作温度 

動作時： 0° C 〜 40° C 保管時： -10° C 〜 60 °C 

動作湿度 

動作時： 5%〜85%保管時： 5-85% 

外形寸法/重量 

幅221 x 奥行133 x 髙さ 32 mm (突起物を除く)/61 0 g 

付属品 

AC アダプタ、 CD - ROM ディスク、セットアップガイド、 

ユーザーズマニュアル、保証書 
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